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値の大きいとこ
ろ（青）は明る
い領域	


	
  値の小さいと
ころ（赤）は暗
い領域	


⇒アルベドとの相関	




	
  Gerasimovich	
  主成分分析PC1	
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拡大!	


赤い点が暗い領域・明るい領域
どちらにも確認できる	
  
　⇒アルベドとの相関？？？	




月光で二つの赤の地点のスペク
トルデータを取り、比較してみる	
  



2472（暗い領域）の方がReflectanceが低い	
  
2472の方が吸収帯が弱くなっている	
  

＜宇宙風化作用＞	
  
１．赤化	
  
２．暗化　　　　　　　　　　→確認できた	
  
３．吸収帯が弱くなる　　→確認できた	


⇒2472（暗い領域）の方は宇宙風化の影響を受けていると
いえる	
  

★主成分分析の結果は等しい（どちらも赤い点）	
  
　⇒2472,2138　両地点の構成成分は同じ？！	



